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発達障害のある子どもの支援に学ぶ

しつけのイロハ ⑩

子どものころは、夢や希望をいだくものです。大人にとって、無理だと感

じたり、変に思えたりしても、その夢や希望に耳を傾けてあげましょう。

将来への夢や希望がもてずにいると、難しい目標は挑戦する前にあきらめ

てしまうでしょう。今の子どもは冷めているとよくいわれますが、夢や希望

を与えていない大人に責任があるかもしれません。

夢や希望は子どもを強くする

発達障害のある子どもは、見通しがもちにくく、今やっていることの

意味がわからずに苦しんでいることがあります。

ときには、将来の夢に向けて、それを達成する道すじを一緒に考えて

みることもよいでしょう。今、苦手な教科も、夢をかなえるために必要

な勉強であることがわかると、納得して取り組めようになるかもしれません。

世の中には、長い間にわたって苦労して、夢を実現したりっぱな人々がた

くさんいます。また、私たち自身も、自分なりに夢に向けて努力をしてきて

いるはずです。伝記などの本を紹介したり、自分自身の経験を話したりして

あげることもいいでしょう。

人生は目標に向けて、汗を流し、失敗を重ねながら歩んでいくもの。

私たちは、子どもの人生の応援団でありたいものです。

偉人の中には、発達障害ではなかったかと考えられる人々も多くいま

す。例えば、アインシュタインは４歳まで言葉を自由に繰ることができなか

ったそうです。彼の時代には、発達障害という概念はありませんでしたが、

成功のかげには、大きな努力があったことでしょう。劣っている面があるか

らこそ、それを代償しようとして他の能力が発揮されることがあるといいま

す。普通ならば眠っている才能が目を覚したのかもしれません。

キラリ輝くこの子のために(14)
続々
【アインシュタインの言葉から】

■何かを学ぶためには、自分で体験する以上にいい方法はない。

■私は天才ではありません。ただ、人より長く一つのことと付

き合っていただけです。 ■学校で学んだことを一切忘れて

しまったときになお残っているもの、それこそ教育だ。

☆相対性原理のことはわからないけど、アインシュタインのことはよくわかっています。

byアインシュタインの妻（天才のかげに、よき理解者ありでしょうか）


